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保険・年金・税金

　
わ
が
国
で
は
、
病
気
や
け
が

を
し
た
と
き
、
安
心
し
て
お
医

者
さ
ん
に
か
か
れ
る
よ
う
、
す

べ
て
の
人
が
何
ら
か
の
医
療
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
国
民
皆
保
険

制
度
で
す
。国
民
健
康
保
険（
国

保
）
は
、
こ
う
し
た
医
療
保
険

の
一
つ
で
、
加
入
者
が
お
互
い

に
助
け
合
い
、
安
心
し
て
医
療

が
受
け
ら
れ
る
国
民
皆
保
険
の

根
幹
を
な
す
制
度
で
す
。

　
近
年
の
急
速
な
高
齢
化
の
進

展
、
生
活
習
慣
病
の
増
加
、
医

療
の
高
度
化
等
に
伴
い
医
療
費

は
急
増
し
、
大
変
厳
し
い
運
営

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
加
入

者
の
皆
さ
ん
は
、
医
療
費
の
一

部
を
支
払
い
医
療
を
受
け
ま
す

が
、
残
り
の
医
療
費
は
、
国
民

健
康
保
険
税(

保
険
税)

と
し

て
納
付
し
て
い
た
だ
い
た
お
金

を
財
源
と
し
て
、
医
療
機
関
へ

支
払
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
安
定
し
た
国
保
制

度
の
維
持
運
営
の
た
め
、
加
入

者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国

保

の

加

入
・

脱

退�

～
届
け
出
は
14
日
以
内
に
～

　
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

と
き
や
脱
退
し
た
と
き
、転
入
・

転
出
し
た
と
き
、
子
ど
も
が
生

ま
れ
た
と
き
な
ど
に
は
、加
入
・

脱
退
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

☆
加
入
で
き
る
方

①�

自
営
業
者
、
農
業
・
漁
業
従

事
者
と
そ
の
家
族

②�

退
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険

な
ど
を
脱
退
し
た
方

③�

パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

で
職
場
の
健
康
保
険
に
加

国
保
の
給
付
～
お
医
者

さ
ん
に
か
か
る
と
き
～
　

　
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
保
険

証
を
提
示
す
れ
ば
、
年
齢
な
ど

に
応
じ
た
自
己
負
担
割
合
（
表

１
）
を
支
払
う
だ
け
で
、
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
療
養
費

　
次
の
場
合
は
い
っ
た
ん
全
額

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
保

険
年
金
課
へ
申
請
し
認
め
ら
れ

る
と
、
自
己
負
担
分
を
除
い
た

保
険
給
付
分
の
金
額
を
あ
と
か

ら
支
給
し
ま
す
。

適用区分
（世帯内の国保加入者の年間所得合計）

1か月の医療費の自己負担限度額
入院時�
食事負担額
（１食当たり）

９０１万円を超える世帯、所得の申告をし
ていない方がいる世帯

２５２,６００円＋（医療費－８４２,０００円）×１％
※４回目以降１４０，１００円

４６０円
６００万円超～９０１万円以下の世帯

１６７,４００円＋（医療費－５５８,０００円）×１％
※４回目以降９３，０００円

２１０万円超～６００万円以下の世帯
８０,１００円＋（医療費－２６７,０００円）×１％

※４回目以降４４，４００円

２１０万円以下の住民税課税世帯
５７,６００円

※４回目以降４４，４００円

市民税非課税世帯（擬制世帯主含む）
３５,４００円

※４回目以降２４，６００円
２１０円

１６０円（注２）

適用区分
１か月の医療費の自己負担限度額 入院時�

食事負担額
（１食当たり）外来（個人単位） 入院（世帯単位）

現役並み�
所得者Ⅲ�
（注３）

同一世帯に住民税課税所得が
６９０万円以上の７０～７４
歳の国保被保険者がいる人

２５２，６００円＋（医療費－８４２，０００円）×１％
※４回目以降１４０，１００円

４６０円

現役並み�
所得者Ⅱ

同一世帯に住民税課税所得が
３８０万円以上の７０～７４
歳の国保被保険者がいる人

１６７，４００円＋（医療費－５５８，０００円）×１％
※４回目以降９３，０００円

現役並み�
所得者Ⅰ

同一世帯に住民税課税所得が
１４５万円以上の７０～７４
歳の国保被保険者がいる人

８０，１００円＋（医療費－２６７，０００円）×１％
※４回目以降４４，４００円

一般�
（注３）

「現役並み所得者Ⅲ」、「現役
並み所得者Ⅱ」、「現役並み所
得者Ⅰ」、「低所得者Ⅱ」、「低
所得者Ⅰ」に該当しない人

１８，０００円�
年間１４４，０００円

５７，６００円
※４回目以降４４，４００円

低所得者
Ⅱ

同一世帯の世帯主および国保
被保険者が住民税非課税の人
（「低所得者Ⅰ」以外の人）

８，０００円 ２４，６００円
２１０円�

１６０円（注２）

低所得者
Ⅰ

同一世帯の世帯主および国保
被保険者が住民税非課税で、
その世帯の各所得が必要経
費・控除（年金の所得は控除
額を８０万円として計算）を
差し引いたときに０円になる
人

８，０００円 １５，０００円 １００円

注２　過去１年間の入院日数が９１日以上で、申請して長期認定を受けた方
　なお、長期入院の入院日数は非課税世帯の期間のみ該当になります。
注�３　適用区分が「現役並み所得者Ⅲ」および「一般」の方は「限度額適用認定証」を申請する
必要はありません。

義務教育就学前 ２割

義務教育就学後～６９歳 ３割

７０～７４歳
２割（現役並み所得者
は３割）（注１）

注�１　現役並み所得者とは、本人を含む同一世帯
内に住民税課税所得１４５万円以上の７０～
７４歳の国民健康保険加入者がいる方です。

表３　７０～７４歳の方

表２　７０歳未満の方

国
民
健
康
保
険
の
し
く
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
保
険
年
金
課
給
付
係
・
資
格
賦
課
係

①�

緊
急
時
な
ど
や
む
を
得
な
い

理
由
に
よ
り
、
保
険
証
を
提

示
せ
ず
に
医
療
を
受
け
た

と
き

②�

医
師
が
必
要
と
認
め
た
コ
ル

セ
ッ
ト
な
ど
の
治
療
用
補

装
具
代
を
負
担
し
た
と
き

③�

国
保
の
取
り
扱
い
を
し
て
い

な
い
施
術
所
で
、
医
師
が
必

要
と
認
め
た
、
は
り
、
き
ゅ

う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
た

と
き

④�

海
外
渡
航
中
に
治
療
を
受
け

た
と
き
（
治
療
目
的
の
渡
航

を
除
く
）

☆��

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と

き
～
高
額
療
養
費
～

�

　
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
高

額
に
な
っ
た
と
き
、
限
度
額
を

超
え
た
分
を
高
額
療
養
費
と
し

て
あ
と
か
ら
支
給
し
ま
す
。
該

当
す
る
方
に
は
医
療
費
の
支
払

い
か
ら
お
お
む
ね
２
～
３
か
月

後
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
必
要
書
類
を
お
持
ち
の
う

え
、
保
険
年
金
課
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

☆�

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
お

よ
び
「
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
の
交
付
申
請

　
通
院
・
入
院
時
に
、
各
医
療

機
関
に
支
払
う
医
療
費
の
自
己

負
担
額
を
適
用
区
分
（
年
齢
と

所
得
に
よ
り
分
か
れ
ま
す
）
に

応
じ
た
限
度
額
（
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
は
入
院
時
の
食
事

代
に
つ
い
て
も
減
額
さ
れ
た

額
）
の
支
払
い
で
済
む
制
度
が

あ
り
ま
す
。
医
療
機
関
へ
認
定

証
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
保
険
年
金
課
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現

在
認
定
を
受
け
て
い
る
方
に
は

更
新
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
更

新
が
必
要
な
場
合
は
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
同
一
世
帯
内
に
所
得

の
申
告
を
し
て
い
な
い
方
が
い

る
場
合
は
区
分
判
定
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
所
得
の
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

①�

70
歳
未
満
の
方
　
表
２
参
照

※�

70
歳
未
満
の
方
が
保
険
税
を

滞
納
し
て
い
る
場
合
は
「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
を
交
付

で
き
ま
せ
ん
。「
限
度
額
適

用
認
定
証
」
を
利
用
で
き
な

い
場
合
、
高
額
療
養
資
金
貸

付
制
度
の
利
用
に
つ
い
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②�

70
～
74
歳
の
方
　
表
３
参
照

☆�

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

制
度

　
同
一
世
帯
で
医
療
と
介
護
の

両
方
を
利
用
し
た
場
合
、
年
単

位
で
さ
ら
に
自
己
負
担
の
軽
減

を
図
る
制
度
で
す
。

　
１
年
間
（
毎
年
８
月
１
日
～

翌
年
７
月
31
日
）
に
「
医
療
保

表１　医療費の自己負担割合

入
で
き
な
い
方
な
ど

※�

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る

と
、
保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
や
、
届
け
出
の
日
ま

で
に
か
か
っ
た
医
療
費
の

保
険
給
付
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※�

他
の
健
康
保
険
資
格
取
得
後

に
国
保
の
被
保
険
者
証
（
保

険
証
）
を
使
っ
て
医
療
を
受

け
る
と
、
国
保
で
負
担
し
た

医
療
費
を
後
日
返
納
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

�

※�

手
続
き
は
法
律
で
14
日
以
内

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
14
日

を
過
ぎ
て
も
必
要
書
類
が
そ

ろ
い
し
だ
い
必
ず
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

険
」
と
「
介
護
保
険
」
の
両
方

に
自
己
負
担
が
あ
り
、
そ
の
自

己
負
担
の
合
計
が「
高
額
医
療
・

高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
」

の
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た

該
当
者
に
は
保
険
年
金
課
か
ら

申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

保
険
年
金
課
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

☆�

一
部
負
担
金
の
減
免
、
徴
収

猶
予
制
度

　
災
害
に
よ
っ
て
資
産
に
重
大

な
損
害
を
受
け
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
負

担
す
る
一
部
負
担
金
の
支
払
い

が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
は
、一
部
負
担
金
が
減
額
、

免
除
ま
た
は
徴
収
猶
予
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

☆�

こ
ん
な
と
き
に
は
給
付
が
受

け
ら
れ
ま
す

①�

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
…

出
産
育
児
一
時
金
42
万
円

（
医
療
機
関
へ
の
直
接
支
払

制
度
に
な
り
ま
す
。
差
額
が

生
じ
た
と
き
や
、
直
接
支
払

制
度
を
利
用
し
な
い
方
は
、

保
険
年
金
課
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
）

②�

死
亡
し
た
と
き
…
葬
祭
費

５
万
円
（
葬
祭
を
行
っ
た
方

へ
の
支
給
と
な
り
ま
す
）

　
20
歳
に
な
る
前
の
病
気
や

け
が
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金

を
受
け
て
い
る
方
の
障
害
状

態
確
認
届
（
診
断
書
）
の
提

出
時
期
が
下
表
の
と
お
り
変

更
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
は
誕
生
月
の
末
ま
で

に
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

提�

出
方
法
　

▽�

直
接
持
参
…
保
険
年
金
課

国
民
年
金
係
（
市
役
所
１

階
）
へ

▽�

郵
送
…
同
封
の
封
筒
に

切
手
を
貼
り
、
〒
162
―

８
７
９
９
日
本
郵
便
㈱

牛
込
郵
便
局
私
書
箱
145

号
日
本
年
金
機
構
へ

そ�

の
他
　
同
封
の
記
入
要
領

に
従
っ
て
添
付
書
類
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
▽
レ

ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
の

提
出
が
必
要
な
方
は
各

自
封
筒
を
用
意
し
て
郵

送
ま
た
は
保
険
年
金
課

へ
直
接
持
参
し
て
く
だ

誕生月
診断書の作成・提出時期

施行前 施行後

１月～６月 ７月中に作成
来年の誕生月を含む前３か月間に
作成・提出が可能

７月 ７月中に作成 同左（変更なし）

８月～１２月 翌年７月中に作成
本年の誕生月を含む前３か月間に
作成・提出が可能

表　診断書の作成・提出時期について
さ
い
▽
毎
年
７
月
に
提

出
し
て
い
た
現
況
届
は
、

原
則
と
し
て
不
要
と
な

り
ま
す
。
提
出
が
必
要
な

方
に
は
日
本
年
金
機
構

か
ら
別
途
通
知
し
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
市
保
険
年

金
課
国
民
年
金
係
、
青

梅
年
金
事
務
所
☎
30
・

３
４
１
０

７

月

か

ら

障

害

状

態

確

認

届 

（
診
断
書
）
等
の
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

※令和元年８月１日施行

保

健

事

業

等

☆
温
泉
セ
ン
タ
ー
利
用
料
助
成

　
檜
原
村
「
数
馬
の
湯
」
と
奥

多
摩
町
「
も
え
ぎ
の
湯
」
が
入

館
料
金
か
ら
300
円
割
引
、
あ
き

る
野
市
「
瀬
音
の
湯
」
と
日
の

出
町
「
つ
る
つ
る
温
泉
」
が
入

館
料
金
か
ら
200
円
割
引
（
い
ず

れ
も
大
人
料
金
）
で
利
用
で
き

ま
す
。利
用
券
は
保
険
年
金
課
、

各
市
民
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

※�

１
枚
の
利
用
券
で
３
人
ま
で

利
用
可
能

※�

無
く
な
り
し
だ
い
終
了

※�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

者
は
国
民
健
康
保
険
加
入

者
で
は
な
い
た
め
、
配
布
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

国

保

の

保

険

証

　
保
険
証
は
、
医
療
機
関
を
受

診
す
る
際
に
必
ず
必
要
な
も
の

で
す
。
１
人
１
枚
の
個
人
カ
ー

ド
証
と
な
り
ま
す
。

○�

一
般
の
保
険
証
（
濃
ク

リ
ー
ム
色
）

○�

退
職
者
医
療
制
度
の
保
険

証
（
空
色
）

　
有
効
期
限
は
令
和
元
年
９
月

30
日
ま
で
で
す
。（
年
齢
等
に

よ
り
有
効
期
限
が
短
い
場
合
が

あ
り
ま
す
）

　
10
月
１
日
以
降
の
保
険
証
は

９
月
中
旬
に
簡
易
書
留
で
送
付

し
ま
す
。

○�

高
齢
受
給
者
証
（
白
色
）

　
70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
（
１

日
生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か

ら
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
」（
自
己
負
担
割
合
２
割

ま
た
は
３
割
）
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
国
保
の
保
険
証
と
併
せ
て

医
療
機
関
等
の
窓
口
で
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。
高
齢
受
給
者
証

は
毎
年
８
月
に
更
新
と
な
る
た

め
、
７
月
下
旬
に
新
し
い
受
給

者
証
を
送
付
し
ま
す
。

☆�

保
険
証
を
な
く
し
て
し
ま
っ

た
ら

　
印
鑑
、
本
人
確
認
書
類
等
を

お
持
ち
の
う
え
、
保
険
年
金
課

ま
た
は
出
張
所
（
梅
郷
・
沢
井
・

小
曾
木
・
成
木
）
へ
再
交
付
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
人
確
認
が
で
き
な

い
と
き
は
保
険
証
に
登
録
さ
れ

て
い
る
住
所
へ
簡
易
書
留
で
送

付
し
ま
す
。


